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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、①生徒用および成人(労働者)用簡易メンタルヘルス評価(IRT-CAT)システムの構築、

ならびに②学校および職域における簡易メンタルヘルス評価システムの利用可能性の検証を
目的として行ったものである。①成人(労働者)における精神健康状態測定項目の測定特性の定
量化のために、精神健康調査票尺度 CES-D および K6、STAI-YZ などに対する労働者の回答デ
ータに多値型 IRT 分析を適用して、各項目の潜在特性上の閾値および識別力を推定した。また、
思春期用 CAT システム開発のための基礎資料として、中･高生の SRQ-20、PSI 中学生用ストレ
ス反応尺度およびパールソン自己記入式抑うつ評価尺度(DSRS-C)の回答データを得、同様に
IRT 分析した。これらの分析で得られた閾値・識別力を基にして、IRT- CAT システム初版を構
築した。②産業医･保健管理スタッフとの協議を行い、メンタルヘルス測定のみではなく、職
業性ストレッサー･ソーシャルサポート･職務意識など、関連要因に関する質問項目群も組み込
み、総合的な生活状況と健康に関する調査ツールとして本測定評価システムを 2 事業所の職域
集団に試用した。これに改良を加え、労働者用メンタルヘルス測定システムを完成させた。 

研究成果の概要（英文）： 
The purposes of this study were (1) development of a convenient mental health evaluation (IRT-CAT) 
system for students and adults (workers) and (2) verification of the availability of that mental health 
evaluation system in school and occupational settings. As the first part of the study, response data of 
adult workers on the mental health scales, CES-D, K6 and STAI-YZ, were subjected to an analysis of 
polytomous item response theory model to identify the threshold and discrimination parameters of each 
item on a latent trait continuum for mental health. Responses of junior and senior high school students 
on SRQ-20, PSI junior high school student stress reaction scale and Birleson’s depression self-rating 
scale for children (DSRS-C) were also subjected to the same IRT analysis. The initial version of 
IRT-CAT system was developed using these parameters. As the second, a field trial of that IRT-CAT 
system was conducted in two occupational settings. As discussed with occupational physicians and 
health care staff, the trial system consisted not only of mental health assessment but of measurements for 
factors affecting mental health of workers, such as stressors at workplace, social support, and 
organizational commitment. Thus, the system covered overall life and health conditions of workers. 
After the revision based on these trials, the final version of IRT-CAT system for mental health 
assessment of workers was constructed. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,300,000 0 1,300,000 

２００７年度 800,000 240,000 1,040,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 



２００９年度 600,000 180,000 780,000 

  年度  

総 計 3,400,000 630,000 4,030,000 

 
研究分野： 
科研費の分科・細目：７１０２ 
キーワード：メンタルヘルス、ストレス、適応型テスト(Computerized-Adaptive Testing)、ソフ

トウェア開発、社会医学 
 
１．研究開始当初の背景 

労働者のうつや自殺、児童･生徒の不登校
や問題行動、地域におけるひきこもりやニー
トの問題など、現在ほどメンタルヘルスやス
トレス対策の重要性が認識されている時代
はない。ストレッサー曝露－ストレス反応の
関係性が個人の内的要因に大きく依存して
いることから、メンタルヘルス問題への対策
としては、第二次予防が最も効果的かつ経済
的であると考えられる。すなわち、職域･学
校･地域において、メンタルヘルス不調者に
対する迅速かつ適正な評価を行い、対処する
ことが必要である。 

ところで、これまでの精神健康やストレス
状態の評価法のほとんどは自記式質問紙法
によるもので、各項目に対する回答選択肢に
配点を施し、下位尺度や尺度全体での合計点
に基づいて評価を行うという方法が用いら
れてきた。しかし、この従来の方法にはいく
つかの限界･問題点がある。すなわち、1)調査
票の項目およびその提示順が固定されてお
り、妥当性･信頼性はその定型の項目群への
回答合計に基づいて検討されるため、記入も
れや欠損データがあると正確な評価ができ
ないこと、項目およびその提示順の変更･改
訂は認められないこと、定型の調査票のため、
複数回使用すると妥当性･信頼性が低下する
ことなどの問題点、2)紙上に記入された回答
データから集計･評価までに多くの時間を要
すること等々である。 

そこで本研究では、これらの限界をクリア
する新しい測定理論(項目反応理論、IRT)に基
づいて、迅速かつ適正な評価を行うメンタル
ヘルス評価システムを構築し、その臨床的妥
当性を検証し、さらに現場への試用を試みる。 

IRT は古典的テスト理論から見ると次世代
のテスト理論であり、次に記すような特徴が
ある。1)各項目の潜在特性上の閾値と峻別力
を、標本集団に関わらずに推定できる(sample 
independent)。2)数項目の回答からでも、回答
者の潜在特性上の位置(例えば、「うつ状態」
という潜在特性のレベル)を推定することが

できるなどである。IRT 得られた閾値および
識別力を用いて、効率的なメンタルヘルス評
価(潜在特性上における個人プロットの数理
統計的推定)を行うための適応型テスト
Computerized Adaptive Testing (IRT-CAT)シス
テムを構築する。 

IRT-CAT は単なる Computer-Based Testing 
(CBT: 従来型テストのコンピュータ版)とは
本質的に異なる次のような利点を持つ。すな
わち、1)CBT は質問紙票をコンピュータの画
面で表示･集計するだけであり、上述したよ
うな古典的テストの問題点は解決できない。
2)CAT では回答者の症状の程度に応じた項目
を提示し、潜在特性上の位置が推定できた(推
定誤差≦設定基準)時点でストップする。した
がって、CAT では従来の方法よりも少ない項
目で測定･評価が可能である。3)どの項目を最
初に提示するか等は、プログラムによって設
定できる。それ以後、順次画面に提示される
項目は、IRT 解析で閾値が分かっている項目
プールの中から最も相応しいものがアルゴ
リズムに則して選抜される。そのため、繰り
返し使用の弊害は最小に抑えられる。 

IRT-CAT に基づく測定･評価システムの代
表的なものとして、米国の TOEFL や TOEIC
などの標準化(語学)学力テストがある。この
ように米国を中心に教育学領域では、適合型
テストの開発が試みられてきている。しかし、
これまでに精神健康状態およびストレス状
態の評価に IRT 解析を適用した研究は、国内
外ともに極めて少なく、さらに、メンタルヘ
ルス評価のための IRT-CATシステム構築を試
みた研究は、国内外を見渡してもほとんど存
在しない。 

IRT をメンタルヘルス評価やストレス評価
の領域に適用するという試み自体がほとん
ど前例がなく、本研究の前半部で得られる各
項目の閾値や峻別力の推定値だけでも、学術
的に貴重な知見となることが挙げられる。ま
た、IRT によって、より高い精度で推定され
た各項目の閾値を組み込んだ適応型テスト
(IRT-CAT)システムを構築することは、上述の



 

ような古典的テスト理論の問題点･限界を打
破する、新世紀の健康科学および保健･医学
領域のツールの開発のさきがけとなるもの
でもある。 

 
２．研究の目的 
 (1) 成人(労働者)用および生徒用簡易メンタ

ルヘルス評価(IRT-CAT)システムの構築 

①成人(労働者) および中学･高校生における
精神健康状態測定項目の測定特性の定量化： 
IRT を労働者および中学･高校生の回答デー
タに適用し、精神健康調査票各項目の各潜在
特性上の閾値(例、抑うつ状態のどのレベルを
捉えているのか)を明らかにする。 

②適応型テスト(IRT-CAT)システムの構築：得
られた閾値を用いて、効率的なメンタルヘル
ス評価(潜在特性上における個人プロットの
数理統計的推定)を行うための IRT-CAT シス
テムを構築する。IRT-CAT システムの特徴は、
i)全項目に答える必要がない(潜在特性上の位
置(θ)の推定誤差が収束条件をクリアすれば、
すぐに検査終了、別の測定時点・項目への回
答結果でも比較が可能)、ii)同一項目群の繰り
返し使用やこれまでの測定尺度のような常
に同一順序の項目提示が回避(記憶されにく
い)、iii)対象者のレベルに応じた項目選択、iv)
結果の迅速なフィードバックが可能などで
ある。ここでは、成人(労働者)用のメンタル
ヘルス測定評価システムを開発する。 

(2) 簡易メンタルヘルス評価システムの臨床
的妥当性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの臨床
患者への試用：成人(労働者)用測定評価シス
テムを精神科患者に試用し、臨床的妥当性を
検討する。これにより、本システムの測定評
価の限界・適用条件が明らかとなる。また、
さらなる改良・改善のための資料を得る。 

(3) 学校および職域における簡易メンタルヘ
ルス評価システムの利用可能性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの現場
(中学･高校･職域)への導入：本測定評価シス
テムを中学・高校の保健室および職域におけ
る健康管理部署に導入し、相談業務における
利点と不具合点を明らかにする。特に、フィ
ードバック情報の適正化がポイントになる
ものと考えられる。 

本研究の全体の最終的なゴールは、青少年
から成人までを対象とした、簡便かつ迅速に
自己のメンタルヘルス・ストレス状態に関す
る気づきを促すことのできるシステムを構
築することである。本研究の測定評価システ

ム(IRT-CAT)は、極めて高い汎用性を有するも
のである。 

 
３．研究の方法 
(1) 研究１：成人(労働者)用簡易メンタルヘル

ス評価(IRT-CAT)システムの構築 

①労働者における精神健康状態測定項目の
測定特性の定量化： 
a. 労働者の CES-D(約 20,000)、GHQ-60(約
2,000)、STAI-Y(約 3,000)への回答データのう
ち、一次元性を保つ項目群のデータを多値型
IRT(一般化段階反応モデル)で解析し、各項目
の潜在特性上の測定特性パラメータ(閾値・識
別力)を明らかにする。 

b. 同一個人の職業性ストレス簡易版調査票
のストレス反応尺度および CES-D の両方へ
の回答データのうち、一次元性を保つ両尺度
の項目群に対して IRT 解析を行い、共通する
潜在特性上における各項目の測定特性パラ
メータを明らかにする。 

c. 得られた測定特性パラメータを基に、a.の
GHQ や STAI-Y の各項目の共通潜在特性軸へ
の暫定的な変換(等化)を行う。 

d. 暫定 CAT システムを試用する過程で得ら
れる回答データを追加して各項目のより正
確な測定特性パラメータを再推定し、最終的
に決定する。 
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図１．多値型 IRT 解析により得られた項目反
応カテゴリ特性曲線の例(５段階評定尺度) 

【多値型 IRT の解説】 

図１に例示するように、多値型 IRT では潜
在特性(Y 軸)上の各地点における各回答選択
肢の出現確率(X 軸)を推定する。この項目の
測定特性は、隣り合う回答選択肢の確率曲線
が交叉する地点(閾値：図中の b1～b4)と曲線
の傾き(識別力：図中の a)で表される。この交
叉点が極端に左または右に位置する項目は、
潜在特性(例、抑うつ状態)の非常に低いまた
は高いレベルを捉える項目とみなされる。ま
た、b1～b4 の隣り合う回答選択肢間の距離か
ら等間隔性も検討できる。 

 



 

2) IRT-CAT システムの構築： 
a. 各項目の測定特性パラメータを用い、CAT
アルゴリズム(経験 Bayes 推定法：本申請者の
平成１４－１７年度基盤研究(C)の成果)に基
づく IRT-CAT システムを作製する。 

b. 回答後、迅速かつ適切な結果･解説(フィー
ドバック)を返すことが、このシステムの有効
性の鍵となる。したがって、印象に残るよう
なフィードバック画面を創作し、分かり易い
結果表示および適正なフィードバック･コメ
ントを考案する。 

c. 以上の手続きを経て、成人(労働者)用メン
タルヘルス評価システムの試作バージョン
を完成する。 

(2) 研究２：生徒用簡易メンタルヘルス評価
(IRT-CAT)システムの構築 

1) 中学・高校生における精神健康状態測定項
目の測定特性の定量化： 
a. 保有する中学生の CES-D および GHQ-28
への回答データ(約 3,000)のうち、一次元性を
保つ項目群のデータを多値型 IRT(一般化段
階反応モデル)で解析し、各項目の各潜在特性
上の測定特性パラメータ(閾値・識別力)を明
らかにする。 

b. これらの国際的標準尺度以外に、日本で開
発された中学生用ストレス評価尺度への回
答データ(約 1,000)も同様に解析し、各項目の
測定特性パラメータを明らかにする。 

c. 少なくとも300人の中学生に新たに調査を
行い、CES-D ないし GHQ-28 とストレス評価
尺度の両方への回答データを得る。これらの
項目のうち、一次元性を保つ両尺度の項目群
に対して IRT 解析を行い、共通する潜在特性
上における各項目の測定特性パラメータを
明らかにする。 

d. 以下の CAT システムを試用する過程で得
られる追加データを基に、各項目のより正確
な測定特性パラメータを再推定し、最終的に
決定する。 

2) IRT-CAT システムの構築： 
a. 上述の成人(労働者)用評価システムと同様
の手続きを経て、中高生用メンタルヘルス評
価システムの試作バージョンを完成する。 

b. なお、これら両システムをノート型 PC３
台に設定し、現場(学校･職域)にて試用する。 

 
４．研究成果 
(1) 生徒用および成人(労働者)用簡易メンタ

ルヘルス評価(IRT-CAT)システムの構築 

①中学・高校生および成人(労働者)における
精神健康状態測定項目の測定特性の定量
化：代表的な精神健康調査票尺度 CES-D およ
び K6、STAI-YZ などに対する労働者 3,500 名
の回答データを得た。多値型 IRT 分析を適用
して、各項目の潜在特性上の閾値および識別
力を推定した。思春期用ＣＡＴシステム開発
のための基礎資料として、中･高生延べ約
2,700 名の SRQ-20、PSI 中学生用ストレス反
応尺度およびパールソン自己記入式抑うつ
評価尺度(DSRS-C)の回答データを得、IRT 分
析した。 

②IRT-CAT システムの構築：上記①の労働者
データで得られた閾値・識別力を基にして、
IRT- CAT システム初版を構築した。 

(2) 学校および職域における簡易メンタルヘ
ルス評価システムの利用可能性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの現場
(職域)への導入：産業医・保健管理スタッフ
との協議を行い、メンタルヘルス測定のみで
はなく、職業性ストレッサー・ソーシャルサ
ポート・職務意識など、関連要因に関する質
問項目群も測定用コンピュータ・ソフトに組
み込み、総合的な生活状況と健康に関する調
査ツールとして本測定評価システムを 2 事業
所の職域集団に試用し、結果に基づき改善を
行った。この第２版をもって、労働者用メン
タルヘルス測定システム完成版とした。 

これにより、メンタルヘルスおよびストレ
ス状態を①簡便に、②柔軟に(項目数･提示順
等の変更可能)､③何度も繰り返し使用でき、
④評価結果が瞬時に得られ、かつ⑤従来の方
法よりも精度が高い、評価システムが構築さ
れた。学校・職域等の諸施設･団体内および
地域内において、コンピュータ・ネットワー
クが著しく普及してきている現在、この種の
評価･測定を適応型テスト(IRT-CAT)システム
によって効率的に行う時代は間近に迫って
いる。その本格的導入の初期トライアルとし
て、本研究は一定の意義を持つものと考えら
れる。 
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